
令和7年度 当初予算

財政課財政係  ☎0824-73-1129当初予算当初予算
　令和７年度当初予算は、10年間にわたる「第２期庄原市長期総合計画」の最終年度となることから、後期実施計
画に掲げる事業を着実に推進し、次期計画における施策の展開につなぐとともに、最重要課題である人口減少の抑
制に向けた取り組みを優先施策として位置付け、将来を展望したまちづくりを切れ目なく継続して取り組むため
の予算編成としました。
　なお、「第２期持続可能な財政運営プラン・後期実施計画」に基づき、歳入確保および歳出削減に努めましたが、物
価や労務単価の上昇が続く中、歳入歳出の収支均衡を図るため、財政調整基金から６億5,900万円の繰入金を計上
しています。

１人当たり：104.6万円 人口 ： 31,092人（令和７年１月31日現在）

　市民税では、令和６年度税制改正における定額減
税の終了に伴う個人市民税の増収に加え、賃金の上
昇や景気の緩やかな回復基調が続くことを見込み、
前年度比11.1％増の14億6,379万円としています。
　また、固定資産税では、新築による家屋の増を見
込むものの、減価償却の影響による償却資産の減な
どを見込み、前年度比0.2％減の19億3,252万円と
し、市税全体では前年度比4.1％増の37億9,708万
円を見込んでいます。

市　　税

　普通交付税の算定では、公債費分（市債の元利償
還金）などの減額を見込む一方で、人件費の増加や
物価高に対応した算定などによる増額を見込み、地
方交付税全体では、前年度から5,802万円増の142
億4,638万円を見込んでいます。

地方交付税

　第２期長期総合計画・後期実施計画に計上した
各事業を実施するための財源などを合わせて、41
億1,500万円を見込んでいます。
　主には、道路整備事業８億7,510万円、東小学校
の長寿命化事業などに係る小学校施設整備事業５
億8,730万円、市道の落石対策工事などに係る災
害防除事業４億8,840万円、備北地区消防組合の
本部庁舎建設などに係る負担金２億6,550万円な
どを予定しています。

市　　債

民生費
高齢者・障害
者 な ど の 福
祉、子育て支
援などに

25.4万円

土木費
道路・橋の整
備、公園・公営
住宅の管理な
どに

14.9万円

公債費
市債（借入金）
の元金と利子
の返済に

14.2万円

総務費
自治振興、生
活交通対策、
戸籍事務など
に

12.5万円

教育費
学校教育、文
化・スポー ツ
振興などに

9.4万円

衛生費
医療の充実、
健康診査、ご
み処理、水道
事業などに

9.0万円

農林水産業費
新規就農者支
援、農業担い
手支援、森林
整備などに

6.6万円

その他
市議会運営、
商工業、観光
振興、消防・防
災などに

12.5万円

　道路新設改良事業など市民の暮らしを支える生
活基盤の整備や、子どもたちと多世代の集いの場
整備工事に着手するほか、備北地区消防組合の本
部庁舎整備に対する負担金、東小学校の長寿命化
改修工事や小中学校のトイレ洋式化工事などを予
定しており、前年度比12.7％増の56億5,324万円
を計上しています。

普通建設事業費

　小中学校で使用する教育用パソコン（タブレッ
ト端末）の更新や、定期接種に位置付けられた新型
コロナウイルスワクチンおよび帯状疱疹ワクチン
接種の実施のほか、市長選挙および市議会議員選
挙などを予定しており、前年度比14.1％増の50億
1,120万円を計上しています。

物件費・維持補修費

　令和６年豪雨災害の発生による新たな被災箇
所の復旧事業費として、災害復旧事業費全体で前
年度比54.1％増の９億2,553万円を計上してい
ます。

災害復旧事業費

令和７年度

予 算 額

［令和7年度当初予算の概要］
https://www.city.shobara.hiroshima.jp/main/
government/zaisei/post_715.html

※金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は
必ずしも一致しません。
※▲はマイナスを表しています。

■ 会計別の令和７年度予算額および前年度予算額との比較

予算の概要 ■ 一般会計の歳入と歳出のポイント

予算の使途 ■ 目的別に見た市民１人に使われる市のお金 （一般会計）

会　計　名 令和７年度 令和６年度 増減額 増減率
一般会計 325億1,941万円

110億2,440万円
266万円

2,055万円
1,270万円

37億7,577万円
6,781万円
8億13万円

62億8,780万円
5,499万円

199万円
39億9,237万円
24億1,863万円
15億7,374万円

241万円
475億3,859万円

308億5,226万円
110億2,863万円

215万円
3,136万円
1,292万円

37億6,275万円
6,141万円

7億8,372万円
63億1,419万円

5,815万円
199万円

38億2,037万円
23億5,277万円
14億6,761万円

270万円
457億397万円

16億6,715万円
▲423万円

52万円
▲1,081万円

▲22万円
1,302万円

640万円
1,641万円

▲2,640万円
▲317万円

0
1億7,200万円

6,586万円
1億614万円

▲29万円
18億3,462万円

5.4%
0.0%

24.0%
▲ 34.5%

▲ 1.7%
0.3%

10.4%
2.1%

▲ 0.4%
▲ 5.4%

0.0%
4.5%
2.8%
7.2%

▲ 10.8%
4.0%

特別会計

企業会計

比和財産区特別会計
合計

住宅資金特別会計
歯科診療所特別会計
休日診療センター特別会計
国民健康保険特別会計
国民健康保険特別会計（直診勘定）
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護保険サービス事業特別会計
宅地造成事業特別会計

下水道事業会計
病院事業会計

歳   入

歳   出

歳  入
325億1,941万円

歳  出
325億1,941万円

■市税
　37億9,708万円
　（+4.1%）

■人件費
　44億2,897万円
　（+3.4%）

■扶助費
　41億5,393万円
　（+9.9%）

■公債費
　44億512万円
　（▲2.5%）

■普通建設事業費
　56億5,324万円
　（+12.7%）

■災害復旧事業費
　9億2,553万円
　（+54.1%）

■物件費・維持補修費
　50億4,349万円
　（+14.9%）

■補助費等
　47億8,920万円
　（▲1.0%）

■貸付金
　1億4,599万円
　（+2.7%）

■繰出金など
　29億7,396万円
　（▲9.4%）

■地方消費税交付金など
　17億7,670万円
　（▲4.0%）

■地方交付税
　142億4,638万円
　（+0.4%）

■国・県支出金
　56億1,058万円
　（+12.2%）

■市債
　41億1,500万円
　（+6.1%）

■繰入金など
　29億7,367万円
　（+30.2%）

【自主財源】
67億7,074万円
(+14.1%)

【義務的経費】
129億8,801万円
(+3.2%)

【投資的経費】
65億7,877万円
(+17.1%)

【その他経費】
129億5,263万円
(+2.4%)

【依存財源】
257億4,866万円
(+3.3%)

（　　　）は前年度比

（　　　）は前年度比
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長期総合計画の
5つの施策体系に
沿った事業を
紹介します
01 “絆”が実感できるまち
庄原いちばんづくり留学事業

●自治振興区の運営支援　　  2億7,458万円
●庄原ファンクラブ事業　　　　　1,015万円
●定住促進事業　　　　　　　　 4,638万円

2,857万円

歳　入 ［単位：万円］

取組項目

市税
未利用財産の利活用
ふるさと応援寄附金

歳入合計（A）

1,446
400
300

2,146

1,725
222
300

2,247

目標額 取組効果額

　地域づくり活動や本市での暮らしに意欲のある都市部の
若い人材の受け入れを図るため、「庄原いちばんづくり留学」
を実施します。
　また、本市の強みでもある農林業など、若者向けの就労体
験プログラムを実施することで、地域の活性化を促すととも
に、活動を通じて人材の定着や定住につなげることで、人口
減少の抑制を図ります。

第２期持続可能な財政運営プランによる取組効果額

歳　出 ［単位：万円］

取組項目

繰出金
公債費
普通建設事業
充当一般財源

歳入合計（B）

▲1,324
▲5,126

▲2,000

▲8,450

▲1,479
▲5,126

▲4,495

▲11,100

目標額 取組効果額

効果額および目標額の合計 ［単位：万円］

合　　計

合計（B－A） ▲10,596 ▲13,347

目標額 取組効果額

令和7年度当初予算における第２期持続可能な財政運営プラン ～後期実施計画～による取組効果額は次のとおりです。

主な事業

こんな
事業も

03 “快適な暮らし”が実感できるまち
JR芸備線・木次線利用促進事業

●市道沿い森林等環境整備事業　2,000万円
●消防設備整備事業　　　　　　6,283万円
●脱炭素地域推進事業　　　　　6,399万円

1,254万円
　芸備線再構築協議会で、協議・検討を進めていくととも
に、「利用促進への市民参画」 「生活交通としての利用促進」 

「市外からの乗客の呼び込み」を柱として、JR芸備線・木次線
の利用促進に向けた取り組みを進めます。

市道の整備 18億2,669万円
　道路新設改良事業や道路維持修繕など、市民生活に欠か
すことのできないインフラ整備を進めます。

こんな
事業も

04 “あんしん”が実感できるまち
子育て支援施設整備事業

●外出支援事業　　　　　　　　　555万円
●成年後見制度利用支援事業　　　357万円
●感染症対策の充実　　　  　1億4,564万円

9,791万円
　利用児童数の増加や施設の老朽化が進む中、子育て支援
施設の改修などを行うことで、安心・安全な放課後児童クラ
ブの運営に努めます。

05 “学びと誇り”が実感できるまち
学校教育環境の充実 7億8,459万円

　施設の老朽化が進む東小学校の改修工事をはじめ、小中
学校トイレの洋式化改修工事を実施することで、施設の機
能向上や長寿命化を図ります。

子どもたちと多世代の集いの場整備事業 2億9,474万円
　子育て世代をはじめ、誰もが気軽に集い・憩うことのでき
る「子どもたちと多世代の集いの場」について、上野総合公
園内の整備を進めることで、多様な交流を促進するととも
に、周辺施設との相乗効果によるにぎわいの創出、交流人
口・関係人口の増加を図ります。

こんな
事業も

●学校教育活動の充実　　　  3億1,123万円
●学校給食の充実　　　　　 3億5,233万円
●読書のまちづくり　　　　　  　2,575万円

こんな
事業も

02 “にぎわい”が実感できるまち
比婆牛ブランド化推進

●有害鳥獣防除対策　　　　　　7,804万円
●新規就農者支援事業　　　　　2,248万円
●中小企業振興対策　　　　　　5,491万円

4,538万円
　比婆血統和牛の繁殖および肥育頭数の拡大を引き続き図
るとともに、ＪＡひろしま・全農との連携により、精肉販売ルー
トを確立し、市内外の取扱数量の増加を図っていきます。
　また、広島県が進める「おいしい！広島プロジェクト」など
により、注目度が高まっている比婆牛のさらなる知名度向
上、取扱店舗などの販路拡大により、生産者への還元につな
げていきます。

循環型林業推進補助金 3,307万円
　森林施業の効率化による収益性や継続的な木材生産体
制を確保するため、森林作業道の維持管理に対して支援を
行うとともに、再造林のための伐採後の植栽や保育施業に
対する自己負担を助成し、「儲かる循環型林業」を推進しま
す。

こんな
事業も

令和7年度 当初予算
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